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た。    
               審   査   の   要   旨 
 
この研究は、水害被災により濡れてしまった紙文書類や紙文化財をカビなどの生物的な劣化
から救済するための方法として既に提案された塩水浸漬による応急処置法を補完する目的で行
われたもので、論文では、塩水浸漬後の紙文書の処理工程を開発するための実験や水害被災現場
に出向いて実践した試行を基に塩水保存修復法として完結させることに成功している。特に海水
塩の主要成分の1つで、潮解性ある塩化カルシウムがべとつき感や吸湿による紙の強度低下を引
き起こす問題に対処するため、炭酸水素ナトリウム水溶液に再浸漬して不溶性の炭酸カルシウム
と潮解性の低い塩化アンモニウムに置換する方法を確立している。さらに、この脱塩処理後の乾
燥法としてt-ブチルアルコールを使う方法も新規の方法として開発している。水や他のアルコー
ルより乾燥が早く、インクジェット印刷部分の溶出が軽度であり、浸漬中の紙の強度が保たれ、
乾燥時に収縮や固着もない簡便な方法である点が優れている。本論文によって初めて提案された
これらの技術は今後実際の水害被災現場で活用されていくことが期待できるものである。 
平成27年1月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認め
る。 
 
